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JR連合への総結集と
労使の信頼関係構築へ全力をあげ

職場からの安全確立
政策課題の解決・前進を図ろう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

　

冒
頭
、
奥
村
敬
弥
代
表
幹
事

（
東
海
交
通
事
業
労
組
・
執
行

副
委
員
長
）
は
、
２
０
２
３
春

季
生
活
闘
争
を
含
め
た
直
近
の

１
年
間
に
つ
い
て
、
「
一
定
の

成
果
を
得
た
」
と
振
り
返
っ
た

う
え
で
、
「
人
手
不
足
や
物
価

上
昇
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
Ｊ

Ｒ
産
業
の
未
来
は
な
い
。
未
来

を
創
る
た
め
の
春
季
生
活
闘
争

と
解
し
て
議
論
し
て
ほ
し
い
」

と
積
極
的
な
取
り
組
み
を
要
請

し
た
。
ま
た
、「
労
働
組
合
こ
そ

が
未
来
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
の
運
動
を
起
こ

し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

荻
山
市
朗
会
長
は
、
「
コ
ロ

ナ
禍
の
経
験
を
活
か
し
た
行
動

計
画
の
見
直
し
」
「
物
流
・
建

設
業
の
２
０
２
４
年
問
題
の
解

決
」
な
ど
、
政
策
課
題
の
解
決

に
向
け
た
昨
今
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
２
０
２
４
春
季
生
活

闘
争
に
向
け
て
は
、
物
価
上
昇

を
上
回
る
賃
上
げ
が
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
原
資
と
し

て
労
務
費
を
含
め
た
価
格
転
嫁

の
必
要
性
を
唱
え
、
鉄
道
運
賃

制
度
の
見
直
し
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
た
。

　

基
調
提
起
で
は
、
事
務
局
よ

り
２
０
２
３
春
季
生
活
闘
争
の

成
果
は
30
年
振
り
の
高
水
準
と

な
っ
た
も
の
の
、
30
年
以
上
前

は
さ
ら
に
高
い
賃
上
げ
が
行
わ

れ
て
き
た
歴
史
を
踏
ま
え
、「
30

年
間
の
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払

拭
し
、
賃
金
も
物
価
も
安
定
的

に
上
昇
す
る
社
会
と
す
る
た
め
、

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
で
は

労
使
と
も
に
マ
イ
ン
ド
の
変
革

が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
。
ま
た
、
政
府
が

公
表
し
た
「
労
務
費
の
適
切
な

転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関

す
る
指
針
」
を
紹
介
し
、
賃
上

げ
の
原
資
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
、
交
渉
で
も
強
い
材
料
と

な
る
こ
と
か
ら
、
理
解
を
深
め

な
が
ら
情
報
共
有
し
て
い
く
考

え
を
示
し
た
。

　

12
月
14
日
、
与
党
（
自
由

民
主
党
、
公
明
党
）
は
「
令

和
６
年
度
税
制
改
正
大
綱
」

を
決
定
し
た
。
同
日
に
国
土

交
通
省
が
発
表
し
た
税
制
改

正
概
要
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｒ
連

合
が
要
望
し
て
き
た
「
鉄
道

事
業
再
構
築
事
業
を
実
施
し

た
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
資
産
取

し
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、
今

回
実
現
し
な
か
っ
た
項
目
に

つ
い
て
も
継
続
し
て
要
望
し
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
成
長
に

向
け
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
。

特
例
措
置
」「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ

Ｒ
四
国
に
係
る
資
本
割
（
法

人
事
業
税
の
外
形
標
準
課
税
）

の
特
例
措
置
」
が
来
年
度
以

降
も
延
長
し
て
適
用
さ
れ
る

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
各

単
組
や
関
係
機
関
と
協
力
し

税
制
改
正
要
望
の
実
現
に
向

本分科会プロジェクトを通じて２０２４春季生活闘争への積極
的な取り組みを要請する奥村代表幹事

物
価
上
昇
を
上
回
る
統
一
要
求
を

　

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
は
12
月
12
日
、
大
阪
市
内
に
お

い
て
第
20
回
分
科
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
催
し
、
２
０
２
４
春

季
生
活
闘
争
方
針
の
策
定
に
向
け
て
議
論
し
た
。

　

基
調
提
起
で
は
、
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
を
取
り
巻
く
情

勢
と
Ｊ
Ｒ
連
合
の
闘
争
方
針
（
素
案
）
を
提
示
し
、
業
種
・
業

態
別
に
分
か
れ
た
分
科
会
討
議
で
の
積
極
的
な
議
論
を
促
し
た
。

「令和６年能登半島地震」で
被災された皆様へ

　１月１日に発生した「令和６年能登半島地震」
において、犠牲となった方々のご冥福をお祈りす
るとともに、被災された組合員をはじめとするす
べての皆様に心からお見舞いを申し上げます。
　一刻も早い復旧をお祈り申し上げるとともに、
ＪＲ連合としても、できる限りの取り組みを行っ
ていきます。

羽田空港航空機衝突事故を受けて

　また、１月２日に発生した、羽田空港における
日本航空516便と海上保安庁の航空機が衝突・炎
上した事故において、お亡くなりになった方々に
心から哀悼の意を表するとともに、お怪我をされ
た乗客・乗員の皆様の一日も早いご快癒をお祈り
いたします。
　なお、本件事故の原因は未だ特定されていない
ものの、同じ交通運輸産業に従事するうえで教訓
化すべき事象が多く含まれています。ＪＲ連合と
しても関係者との連携を深め、安全確立の取り組
みを強化していきます。

与党「令和６年度税制改正大綱」決定

ＪＲ連合の要望事項が
税制改正項目に反映

　

分
科
会
討
議
で
は
、
２
０
２

４
春
季
生
活
闘
争
方
針（
素
案
）

に
対
す
る
質
疑
の
ほ
か
、
人
財

の
確
保
・
定
着
、
働
き
方
の
見

直
し
、
福
利
厚
生
の
充
実
な
ど

に
向
け
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
方
針

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
「
物
価

上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
が
必

要
」「
離
職
防
止
や
採
用
競
争

力
強
化
の
観
点
か
ら
相
当
額
の

要
求
が
必
要
」
な
ど
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
統
一
要
求
を
求
め

る
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。

　

一
方
で
、
「
明
確
な
要
求
根

拠
の
設
定
」
「
交
渉
で
使
え
る

材
料
や
情
報
の
提
供
」
な
ど
、

素
案
を
肉
付
け
す
る
意
見
も
多

く
出
さ
れ
た
。
他
に
も
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
定
期
昇
給
制
度

の
実
現
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
た
福
利
厚
生
制
度
の

充
実
、
安
全
や
健
康
へ
の
投
資

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ

か
、
「
賃
上
げ
原
資
を
確
保
す

る
た
め
の
価
格
転
嫁
の
推
進
」

に
つ
い
て
、
期
待
と
と
も
に
確

実
な
浸
透
を
求
め
る
意
見
が
目

立
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
議

論
を
深
め
た
う
え
で
、
第
36
回

中
央
委
員
会
で
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
方
針
を
決
定
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
「
２
０
２
４

年
問
題
を
目
前
に
控
え
る
中
で

の
Ｊ
Ｒ
産
業
の
課
題
と
要
請
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
立
憲
民

主
党
、
国
民
民
主
党
、
公
明
党

へ
そ
れ
ぞ
れ
政
策
要
請
活
動
を

実
施
し
、
当
面
す
る
政
策
課
題

の
具
体
的
内
容
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
解
決
に
向
け
た
支
援

を
要
請
し
た
。

　

今
回
の
要
請
で
は
、
大
き
く

５
点
の
課
題
に
対
す
る
要
請
を

行
っ
た
。
と
り
わ
け
物
流
と
建

設
業
の「
２
０
２
４
年
問
題
」は
、

来
年
４
月
か
ら
の
労
働
時
間
規

制
に
伴
い
生
じ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
貨
物
鉄
道
利
用
促

進
へ
の
政
策
誘
導
や
建
設
業
に

お
け
る
人
財
確
保
の
重
要
性
に

つ
い
て
特
に
強
調
し
た
。ま
た
、

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
に
お

け
る
賃
上
げ
も
見
据
え
、Ｊ
Ｒ

産
業
に
お
い
て
も
運
賃
等
へ
の

価
格
転
嫁
が
必
要
で
あ
る
こ
と

も
強
く
主
張
し
た
。

　

12
月
７
日
の
立
憲
民
主
党
へ

の
要
請
に
は
、
大
島
敦
企
業
・

団
体
交
流
委
員
長
、
小
宮
山
泰

子
ネ
ク
ス
ト
国
土
交
通
大
臣
の

ほ
か
、
衆
参
30
人
の
議
員
が
参

加
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、
参

議
院
国
土
交
通
委
員
会
で
理
事

を
務
め
る
森
屋
隆
議
員
か
ら
、

ア
ボ
イ
ダ
ブ
ル
コ
ス
ト
・
ル
ー

ル
を
ど
う
考
え
る
か
、
柔
軟
な

運
賃
・
料
金
制
度
を
導
入
す
る

う
え
で
の
表
示
に
係
る
課
題
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
、
と
い
っ

た
質
問
が
な
さ
れ
た
。

　

同
８
日
の
国
民
民
主
党
へ
の

要
請
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議

員
懇
談
会
の
会
長
で
あ
る
榛
葉

賀
津
也
幹
事
長
、
21
世
紀
の
鉄

道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

所
属
の
古
川
元
久
企
業
団
体

委
員
長
を
は
じ
め
衆
参
11
人

の
議
員
が
参
加
し
た
。
意
見
交

換
で
は
、
田
村
麻
美
参
議
院
議

員
か
ら
貨
物
鉄
道
の
コ
ン
テ
ナ

規
格
、
竹
詰
仁
参
議
院
議
員
か

ら
は
建
設
業
の
２
０
２
４
年
問

題
、
浜
野
喜
史
参
議
院
議
員
か

ら
は
運
賃
制
度
に
係
る
質
問
が

な
さ
れ
た
。

　

同
13
日
の
公
明
党
へ
の
要
請

で
は
、
航
空
連
合
・
サ
ー
ビ
ス

連
合
と
の
３
産
別
要
請
行
動
に

お
い
て
、
労
働
局
長
と
し
て
継

続
的
に
対
応
を
行
っ
て
い
た
里

見
隆
治
参
議
院
議
員
が
代
表
し

て
要
請
書
を
受
領
し
た
。
意
見

交
換
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
Ｇ

Ｘ
経
済
移
行
債
を
活
用
し
た
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
が
で
き
な
い
か
と

い
っ
た
質
問
が
な
さ
れ
た
。

　

２
０
２
４
年
問
題
等
の
喫
緊

の
課
題
は
、
既
に
国
が
対
策
を

講
じ
て
い
る
が
、
今
回
、
そ
れ

が
ど
う
Ｊ
Ｒ
産
業
に
影
響
す
る

か
に
つ
い
て
、
理
解
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
１
月
に
招
集

さ
れ
た
通
常
国
会
で
は
、
委
員

会
等
の
質
疑
を
通
じ
て
具
体
的

対
策
が
深
度
化
す
る
よ
う
、
引

き
続
き
関
係
議
員
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

【具体的な課題と要請項目】
１．物流「2024年問題」における貨物

鉄道の積極的な活用
２．鉄道設備の保守に係る建設業
「2024年問題」への対応

３．コスト増を踏まえた適正な価格転嫁
４．脱炭素化に向けた鉄道への支援・
利用・促進策の導入

５．持続可能な地域モビリティ実現に
向けた実効ある議論の推進

な
っ
て
い
た
「
軽
油
引
取
税

の
課
税
免
除
の
特
例
措
置

（
鉄
軌
道
・
索
道
）」「
Ｊ
Ｒ
貨

物
が
取
得
し
た
新
規
製
造
車

両
に
係
る
特
例
措
置
」「
鉄
道
・

運
輸
機
構
が
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・

Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
か
ら

引
き
取
る
不
要
土
地
に
係
る

得
に
係
る
税
制
の
特

例
措
置
」
が
新
た
に

創
設
さ
れ
た
ほ
か
、

か
ね
て
よ
り
対
象
単

位
や
設
備
の
要
件
緩

和
を
求
め
て
い
た

「
Ｃ
Ｎ
（
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
投

資
促
進
税
制
」
の
拡

充
・
延
長
が
図
ら
れ

た
。
ま
た
、
２
０
２

３
年
度
末
で
期
限
切

れ
を
迎
え
る
こ
と
と

き
た
。
今
回
公
表
さ
れ
た
内

容
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
要
望
が

概
ね
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考

え
る
。

　

１
月
か
ら
開
会
さ
れ
た
通

常
国
会
に
お
い
て
所
要
の
法

案
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
そ
の
動
向
に
注
視

け
取
り
組
ん
で
き
た
。

本
年
４
月
に
は
国
土

交
通
省
鉄
道
局
へ
の

要
請
行
動
を
実
施
し

た
ほ
か
、
11
月
に
は

国
民
民
主
党
か
ら
税

制
改
正
要
望
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
も
応
じ
る

と
と
も
に
、
交
運
労

協
を
通
じ
た
要
請
等

に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
産

業
の
現
状
を
訴
え
理

解
と
協
力
を
求
め
て

・鉄道事業再構築事業を実施したローカル鉄道の
資産取得に係る税制の特例措置の創設【登録免
許税：～令和８年度末、不動産取得税：～令和
７年度末】
　⇒事業構造見直しを促進すべく、鉄道資産譲渡
　時の負担を軽減
・ＣＮ投資促進税制の拡充・延長【所得税、法人
税・法人住民税、法人事業税：～令和10年度末】
　⇒脱炭素効果の大きい設備投資に係る税額控除等の適用対象に鉄道車両を追加

・軽油引取税の課税免除の特例措置（鉄軌道・索道）の延長【軽油引取税：～令和８年度末】
・ＪＲ貨物が取得した新規製造車両に係る特例措置の延長【固定資産税：～令和７年度末】
・鉄道・運輸機構がＪＲ北海道、ＪＲ四国、ＪＲ貨物から引き取る不要土地に係る特例措置
の延長【不動産取得税：～令和８年度末】
・ＪＲ北海道、ＪＲ四国に係る資本割の特例措置の延長【法人事業税：～令和10年度末】

令和６年度税制改正の概要（JRに関連する項目を抜粋）

通
常
国
会
に
向
け
て
政
党
へ
政
策
要
請

「
２
０
２
４
年
問
題
」
を
目
前
に

Ｊ
Ｒ
産
業
の
課
題
で
関
係
議
員
と
連
携

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
20
回
分
科
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
方
針
の
策
定
に
向
け
て

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
20
回
分
科
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
方
針
の
策
定
に
向
け
て

資産譲渡時の負担を軽減する特例措置を創設
（国交省HPより）
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12
月
15
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
、
東
京
都
内
で
第
22
回

青
年
女
性
役
員
研
修
会
を
開
催

し
、
全
国
の
グ
ル
ー
プ
労
組
を

含
む
34
人
の
役
員
が
受
講
し

た
。

　

初
日
に
実
施
し
た
電
力
総
連

（
青
年
委
員
会
）
と
の
合
同
研

修
会
で
は
、
青
年
活
動
の
課
題

を
共
有
し
、
解
決
策
を
模
索
す

る
と
と
も
に
、
女
性
参
画
推
進

や
両
組
織
の
違
い
・
共
通
点
な

ど
を
議
論
し
、
今
後
の
活
動
を

活
性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
相

互
に
確
認
し
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
荻
山
会

長
は
、
国
鉄
改
革
の
歴
史
に
触

れ
な
が
ら
、
会
社
経
営
や
国
の

動
向
と
は
無
関
係
で
は
い
ら
れ

な
い
こ
と
を
強
調
し
、
政
策
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
地
域

や
仲
間
の
理
解
を
得
ら
れ
る
健

全
な
労
働
組
合
の
重
要
性
を
訴

え
た
。
電
力
総
連
の
壬
生
守
也

会
長
か
ら
は
、
自
ら
が
取
り
組

ん
で
き
た
青
年
活
動
を
振
り
返

り
、「
仲
間
を
作
り
、
守
り
、
共

に
闘
う
の
が
労
働
組
合
」
と
の

考
え
を
紹
介
。
産
業
を
越
え
た

仲
間
と
連
携
し
、
将
来
の
両
組

織
を
支
え
る
若
い
世
代
の
飛
躍

と
発
展
を
願
っ
た
。

　

合
同
研
修
会
で
は
、
テ
ー
マ

を
２
つ
に
分
け
た
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

「
青
年
活
動
の
課
題
」
と
題
し

た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

役
員
の
な
り
手
不
足
、
参
加
者

の
偏
り
、
広
報
力
不
足
な
ど
が

指
摘
さ
れ
た
ほ
か
、
「
毎
回
同

じ
よ
う
な
課
題
が
報
告
さ
れ
、

い
つ
ま
で
も
解
決
さ
れ
な
い
こ

と
が
課
題
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
意
見
も
出
さ
れ
た
。
そ
の
う

え
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
少
な
く
と

も
役
員
の
所
属
す
る
職
場
で
の

理
解
浸
透
に
努
め
る
な
ど
の
目

標
が
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
毎
に
テ
ー
マ
を
変
え
た

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、
団
体
行

動
権
に
関
す
る
考
察
、
家
族
参

加
型
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
活
動
を
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

　

２
日
目
は
Ｊ
Ｒ
連
合
単
独
で

の
研
修
会
と
な
り
、
荻
山
会
長

の
特
別
講
義
で
は
、
改
め
て
国

鉄
改
革
か
ら
Ｊ
Ｒ
総
連
と
の
決

別
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
結
成
に
至
る

詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
何
を
す

る
に
し
て
も
原
点
は
組
織
で
あ

り
、
健
全
な
労
使
関
係
が
必
要

と
の
話
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

青
年
・
女
性
委
員
会
に
対
し
て

知
恵
を
出
し
合
い
、
刺
激
を
大

切
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
グ

ル
ー
プ
毎
に

「
男
女
平
等

参
画
推
進
」

「
組
織
強
化・

拡
大
」
「
産

業
政
策
」

「
労
働
政
策
」

の
テ
ー
マ
に

分
か
れ
て
議

論
し
、
Ｊ
Ｒ

連
合
運
動
の
理
解
を
深
め
た
。

　

本
研
修
を
通
じ
て
、
参
加
者

は
多
く
の
学
び
を
得
て
お
り
、

各
単
組
に
持
ち
帰
り
、
活
動
に

反
映
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
近
畿
地
方
協
議
会

は
12
月
８
日
、
大
阪
市
内
に
お

い
て
第
33
回
拡
大
幹
事
会
を

開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
近
畿
地
協
を
代
表
し

て
挨
拶
に
立
っ
た
上
村
議
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
・
Ｊ
Ｒ
西

労
組
中
央
執
行
委
員
長
）
は
、

12
月
５
日
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
管
内

で
発
生
し
た
死
亡
労
災
事
故
に

触
れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
策
定
し
て

い
る
「
重
大
労
災
防
止
の
行
動

指
針
」
な
ど
も
活
用
の
う
え
、

改
め
て
最
優
先
課
題
で
あ
る
安

全
の
意
識
を
強
化
し
、
「
す
べ

て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡

事
故
・
重
大
労
災
事
故
ゼ
ロ
」

の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
必

要
性
を
訴
え
た
。
ま
た
、
人
流

拡
大
に
よ
り
回
復
基
調
に
あ
る

Ｊ
Ｒ
各
社
の
利
用
状
況
や
各
単

組
に
お
け
る
期
末
手
当
・
一
時

金
交
渉
の
結
果
を
踏
ま
え
、
こ

の
間
の
組
合
員
の
労
苦
に
報
い

る
こ
と
が
で
き
た
と
評
価
。
２

０
２
４
春
季
生
活
闘
争
に
お
い

て
も
、
物
価
高
に
負
け
な
い
結

果
を
勝
ち
取
ろ
う
と
呼
び
か
け

た
。あ
わ
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
グ

ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
「
関
西
新

幹
線
サ
ー
ビ
ッ
ク
」
内
に
、
Ｊ

Ｒ
東
海
労
新
幹
線
関
西
地
方
本

部
の
役
員
・
組
合
員
の
う
ち
同

社
に
出
向
し
て
い
る
役
員
ら
が

中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た「
Ｊ
Ｒ

サ
ー
ビ
ッ
ク
労
組
」
に
言
及
。

近
畿
地
方
協
議
会
の
足
も
と
で

起
き
て
い
る
動
き
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
組
織

の
強
化
・
拡
大
が
必
要
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
活
動

に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
石
川
産

業
政
策
局
長
を
講
師
と
し
て
勉

強
会
を
開
催
し
た
。
石
川
産
業

政
策
局
長
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
直

近
の
収
入
動
向
や
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
政
府
行
動
計
画
改

定
の
動
き
に
触
れ
た
後
、
直
近

の
産
業
政
策
に
係
る
課
題
と
Ｊ

Ｒ
連
合
の
要
請
内
容
等
に
つ
い

て
紹
介
。「
２
０
２
４
年
問
題
」

や
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
維
持
・

活
性
化
に
ま
つ
わ
る
課
題
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応

等
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、
出

席
者
は
Ｊ
Ｒ
産
業
の
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
た
。

《
新
三
役
》

議　

長　

上
村
良
成 

Ｊ
Ｒ
西
労
組

副
議
長　

川
原
孝
義 

Ｊ
Ｒ
西
労
組

副
議
長　

竹
崎
秋
彦 

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

副
議
長　

福
本
哲
也 

貨
物
鉄
産
労

事
務
局
長　

羽
野
敦
之 

Ｊ
Ｒ
西
労
組

方
針
案
等
が

提
起
さ
れ
、

満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で

は
、
長
年
副

議
長
を
務
め

た
白
壁
靖
子

氏
が
勇
退
し
、

新
た
な
体
制

を
確
立
し
た
。

　

幹
事
会
後

　

１
月
17
日
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と

と
も
に
岡
山
県
を
訪
問
し
、
交

通
政
策
に
関
す
る
意
見
交
換
を

実
施
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は

宮
野
勇
馬
企
画
局
長
、
石
川
敏

也
産
業
政
策
局
長
、
Ｊ
Ｒ
西
労

組
か
ら
は
上
村
良
成
中
央
執
行

委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）

を
は
じ
め
、
政
策
担
当
者
と
岡

山
地
本
が
出
席
し
た
ほ
か
、
高

原
俊
彦
岡
山
県
議
会
議
員
に
も

同
席
い
た
だ
い
た
。

　

冒
頭
、
上
村
中
央
執
行
委
員

長
は
、
「
各
地
で
政
策
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
」

と
述
べ
、
課
題
提
起
を
行
っ
た
。

　

岡
山
県
か
ら
は
、
上
坊
勝
則

副
知
事
を
は
じ
め
、
交
通
部
門

の
幹
部
が
出
席
し
、
上
坊
副
知

事
か
ら
は
「
県
内
全
土
に
路
線

が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
利

用
促
進
に
ど
う
取
り
組
む
か
議

論
し
た
い
」
と
挨
拶
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
、
Ｊ

Ｒ
各
社
を
取
り
巻
く
情
勢
、
Ｊ

Ｒ
連
合
の
取
り
組
み
や
政
策
課

題
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

特
に
、
改
正
地
域
交
通
法
に
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
が
策
定
し
た
各
種
提

言
で
と
り
ま
と
め
た
内
容
が
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
岡
山
県
か
ら
は
、
鉄
道
特

性
の
発
揮
に
対
す
る
考
え
方
、

利
便
性
向
上
に
よ
る
県
内
路
線

の
更
な
る
活
性
化
・
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
利
用
範
囲
拡
大
に
係
る
考

え
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　

１
月
12
日
に
国
交
省
よ
り
芸

備
線
の
一
部
を
対
象
と
し
た
再

構
築
協
議
会
の
設
置
が
公
表
さ

れ
た
。
持
続
可
能
な
地
方
公
共

交
通
の
実
現
に
向
け
て
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
取
り
組
み
や
考
え
を
伝

え
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
今
回
得
た
知
見

を
政
策
活
動
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
課
題
解
決
に
向
け
関

係
者
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、

関
係
機
関
と
の
対
話
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
。

有意義な意見交換を要請する上村中央執行委員長

壬生会長（中央左）と荻山会長を科を囲んで総勢50人の参加者が産
別を越えて連帯し研鑽を深めた

グループディスカッションで積極的に自分の意見を発
言する参加者

組
合
結
成
70
周
年
祝
賀
会

春季生活闘争に臨む決意を述べる上村議長

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり
ジェイアール西日本
マルニックス労働組合

　2020年からのコロナウイルス感染拡大
の影響による荷主の休業に伴い業務が停止
し、自宅待機などで、これまで経験したこ
とがない状況が続き、会社の経営にも大き
な影響がでました。組合活動については中
止や延期が相次ぐなか、最低限の活動を実
施しました。
　私たちは昨年、組合結成70年を迎えま
した。国鉄時代からの長い歴史のなか、山
あり、谷あり、どん底も経験してきたこと
から、雇用の確保を第一に、義務を果たし
権利を主張する、責任ある民主的な運動を
継続してきました。その流れで、65歳定
年延長協定締結では、60歳以降も賃金ダ
ウンすることなく退職金の増額も勝ち取る
ことができました。
　今後も組合員ファーストで労働条件の向
上に取り組みますので、ご指導ご鞭撻よろ
しくお願いします。

　ジェイアール西日本マルニックス労働組
合は1953年結成（当時は大阪鉄道荷物労
働組合）、組合員は正社員・契約社員を中
心に約300人の組織で、大阪を中心に活動
を展開しています。
　会社は大阪・京都・兵庫・岡山に事業所
があり、総合物流サービス企業としてトラック
貸切輸送、駅での手荷物一時預り、駅ビル・
駅ナカ配送、倉庫保管、現金輸送、産業廃
棄物の収集運搬などを手掛けています。

青
年
女
性
役
員
研
修
会

Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
に
理
解
を
深
め

活
動
へ
の
反
映
を

岡山県への自治体訪問を実施

持続可能な地域公共交通の
実現に向けて

近
畿
地
協
拡
大
幹
事
会

最
優
先
課
題
で
あ
る

安
全
意
識
の
強
化
を


